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町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
と
お

り
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
送
迎
の
運
転
手
　
１
名

【
募
集
内
容
】
高
齢
者
生
き
が
い
活
動
支

援
通
所
事
業
所
「
市
川
ミ
ニ
デ
イ
」
利
用

者
の
送
迎
及
び
外
出
支
援
事
業
の
運
転
手

【
勤
務
地
】
市
川
ミ
ニ
デ
イ

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時
30
～
午
後
５
時

ま
で
の
間
で
６
時
間
勤
務

【
応
募
条
件
】
▽
高
齢
者
に
理
解
の
あ
る

方
で
、
満
18
歳
以
上
64
歳
以
下
の
町
内
在

住
者
▽
普
通
車
運
転
免
許
証
所
有
し
て
い

る
者
で
、
福
祉
有
償
運
送
運
転
者
講
習
修

了
者
（
見
込
み
含
む
）

■
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
生

活
援
助
員
）　
１
名

【
募
集
内
容
】
町
営
住
宅
富
士
見
団
地
シ

ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に
居
住
す
る
高
齢
者

に
必
要
に
応
じ
た
生
活
指
導
と
相
談
及
び

安
否
確
認
を
行
う

【
勤
務
地
】
町
営
富
士
見
団
地
シ
ル
バ
ー

ハ
ウ
ジ
ン
グ
執
務
室

【
勤
務
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３

時
ま
で
の
間
で
、
４
時
間
30
分
勤
務

【
応
募
条
件
】
▽
高
齢
者
・
障
が
い
者
に

理
解
の
あ
る
方
で
、
満
18
歳
以
上
64
歳
以

下
の
町
内
在
住
者
▽
普
通
車
運
転
免
許
証

を
所
有
し
て
い
る
者

【
任
用
期
間
】
平
成
29
年
４
月
１
日
～
平

成
30
年
３
月
31
日

【
待
遇
】
町
社
会
福
祉
協
議
会
臨
時
職
員

給
与
等
に
関
す
る
規
程
に
よ
る

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接
（
面
接

試
験
日
は
後
日
連
絡
）

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
（
写
真
添
付
）、
普

通
自
動
車
運
転
免
許
証
（
写
し
）、
福
祉

有
償
運
送
運
転
者
講
習
修
了
証
（
写
し
）

【
受
付
期
間
】
２
月
13
日
㈪
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
町
社
会

福
祉
協
議
会
☎
０
５
５
（
２
７
２
）

４
１
７
９

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
町
営
住
宅
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
町
営
富
士
見
住
宅
（
富
士
見
地
区
）

【
募
集
戸
数
】
３
Ｄ
Ｋ
（
１
戸
）

【
建
築
年
】
平
成
20
年

【
家
賃
】前
年
の
所
得
を
基
に
計
算（
参
考
）

２
２
，
９
０
０
円
～
６
０
，
８
０
０
円

【
入
居
資
格
】
▽
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

方
▽
公
営
住
宅
法
の
規
定
に
よ
る
収
入
基

準
以
下
で
あ
る
こ
と
▽
現
在
、
他
の
公
営

住
宅
に
入
居
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど

【
選
考
方
法
】
市
川
三
郷
町
営
住
宅
設
置

及
び
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
る

【
募
集
期
間
】
２
月
７
日
㈫
～
２
月
20
日

㈪
（
平
日
午
前
８
時
30
分
～
正
午
・
午
後

１
時
～
５
時
）
※
入
居
は
３
月
上
旬
か
ら

【
申
込
方
法
】
必
要
書
類
に
所
要
事
項
を

記
入
し
、
本
人
ま
た
は
申
し
込
み
事
情
を

詳
し
く
説
明
で
き
る
方
が
町
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
ま
で
持
参
し
て
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
町
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
住
宅
係
☎
０
５
５（
２
７
２
）

１
１
３
６

　

通
信
制
は
主
に
自
宅
学
習
に
よ
る
レ

ポ
ー
ト
作
成
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て

高
等
学
校
卒
業
の
資
格
が
得
ら
れ
る
課
程

で
す
。
全
日
制
・
定
時
制
と
は
学
習
形
態

が
違
い
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
特
定
の
科

目
を
選
び
、学
習
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
募
集
学
科
】
普
通
科
、
衛
生
看
護
科

※
衛
生
看
護
科
は
、
甲
府
看
護
専
門
学
校

の
准
看
護
学
科
に
合
格
ま
た
は
在
籍
の
者

【
出
願
資
格
】
▽
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
、

及
び
平
成
29
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
者
、

ま
た
は
、
高
等
学
校
を
退
学
し
た
が
再
入

学
を
希
望
す
る
者
▽
県
内
在
住
の
者
に
限

る
（
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

【
出
願
期
間
】
▽
第
１
期
３
月
15
日
㈬
、

16
日
㈭
、17
日
㈮
▽
第
２
期
３
月
27
日
㈪
、

29
日
㈬
、
30
日
㈭

受
付
時
間
は
い
ず
れ
の
日
も
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
。
出
願
時
に
「
面
接
検
査
」

を
行
い
ま
す
。

【
入
学
選
抜
】
書
類
審
査
・
作
文
・
筆
記

試
験
及
び
面
接
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。

【
入
学
科
・
授
業
料
】
▽
入
学
検
査
料
は

無
料
▽
入
学
料
500
円
▽
生
徒
会
費
、
諸
経

費
約
１
万
２
千
円
（
初
年
度
見
込
）

▽
授
業
料
は
１
単
位
に
つ
き
、３
１
０
円
。

就
学
支
援
金
制
度
の
利
用
可
能
▽
教
科

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

書
、
教
材
費
約
２
万
５
千
円
（
初
年
度
見

込
）

※
授
業
料
、
教
科
書
代
は
生
徒
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

※
就
職
者
に
は
教
科
書
な
ど
の
給
与
費
補

助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県
立
中
央
高
等
学

校
☎
０
５
５（
２
２
６
）４
４
１
１（
代
表
）

　

日
常
の
買
い
物
を
通
じ
て
食
品
表
示
の

状
況
を
確
認
・
記
録（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）し
、

そ
の
結
果
を
県
に
報
告
す
る
「
食
品
表
示

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

【
活
動
内
容
】
食
品
表
示
状
況
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
報
告
（
定
期
報
告
年
４
回
）、
研

修
会
（
年
２
回
）
出
席

【
募
集
人
員
】
20
人
程
度
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
な
ど
考
慮
し

て
決
定
）

【
応
募
資
格
】
県
内
在
住
で
満
18
歳
以
上

の
方
（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
）

【
任
用
期
間
】
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
31
年

３
月
31
日
（
２
年
間
）

【
応
募
方
法
】
氏
名
、
性
別
、
生
年
月

日
、
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
、
応
募
理

由
（
１
０
０
～
１
５
０
字
程
度
）
を
明
記

の
う
え
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

【
応
募
締
切
】
２
月
17
日
㈮

【
謝
礼
】
年
額
７
，
０
０
０
円

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県

消
費
生
活
安
全
課
（
甲
府
市
丸
の
内

１
ー
６
ー
１
）
☎
０
５
５
（
２
２
３
）

１
５
８
８ F

A
X

０
５
５
（
２
２
３
）

１
３
２
０
　
メ
ー
ルshokuhin-st@

pref.
yam

anashi.lg.jp

　

信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、
祭
り

の
開
催
期
間
中
、
会
場
整
理
、
案
内
、
運

営
補
助
な
ど
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

【
日
時
】
４
月
８
日
㈯
（
案
内
業
務
は
７

日
㈮
も
）
担
当
内
容
に
よ
っ
て
時
間
は
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

【
募
集
人
数
】
▽
会
場
警
備
係
（
１
０
０

人
）
▽
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
・
会
場
案
内

係
（
15
人
）
▽
外
国
人
向
け
観
光
案
内
係

（
10
人
）
▽
救
護
補
助
係
（
10
人
）

※
い
ず
れ
も
原
則
18
歳
以
上
の
方

【
応
募
方
法
】
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
、

E
メ
ー
ル
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
業
務
（
外
国

人
向
け
観
光
案
内
係
は
希
望
日
も
）、
過

去
の
経
験
有
無
を
明
記
の
上
、
次
の
宛
先

へ
送
付
し
て
下
さ
い
。

〒
４
０
０
―
８
５
０
１
甲
府
市
丸
の
内
１

―
６
―
１
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
係

【
応
募
締
切
】
３
月
９
日
㈭
必
着

【
問
い
合
わ
せ
】
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員

会
☎
０
５
５
（
２
３
１
）
２
７
２
２
　

F
A
X

０
５
５
（
２
２
１
）
３
０
４
０

メ
ー
ルt-kurasaw

a@
yam

akan-sk.jp

　

検
察
審
査
会
は
、
交
通
事
故
や
詐
欺
、

脅
し
な
ど
の
犯
罪
事
件
を
検
察
官
が
起
訴

し
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
に
不

満
を
も
つ
被
害
者
な
ど
か
ら
の
申
し
立
て

が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
処
分
が
正
し

か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
機
関
で

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
甲
府
検
察
審
査
会
（
甲

府
市
中
央
１
ー
10
ー
７
裁
判
所
３
階
）

☎
０
５
５
（
２
１
３
）
２
５
４
８

　

県
で
は
、
土
砂
災
害
の

防
止
や
洪
水
の
緩
和
、
地

球
温
暖
化
防
止
な
ど
の
公

益
的
機
能
を
持
つ
本
県
の

貴
重
な
財
産
で
あ
る
森
林

を
、
県
民
全
体
で
守
り
育

て
、
次
の
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
に
、
平
成
24
年
４

月
か
ら
「
森
林
及
び
環
境

保
全
に
係
る
県
民
税
」（
い

わ
ゆ
る
森
林
環
境
税
）
を

創
設
し
、
各
種
事
業
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
の
導
入
か
ら

５
年
目
と
な
る
本
年
度
、

こ
れ
ま
で
の
事
業
の
実
績
・

効
果
の
検
証
を
行
う
と
と

も
に
、
今
後
の
税
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
、
こ

の
度
、平
成
29
年
度
か
ら
５
年
間
の
「
森

林
環
境
保
全
基
金
事
業　

第
２
期
計
画
」

を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
本
計
画
の
も
と
、
森
林
環

境
税
の
活
用

に
よ
る
更
な
る

「
健
全
な
山
梨

の
森
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
県
民
税
均

等
割
額
に
は
、

森
林
環
境
税

（
５
０
０
円
）
が

含
ま
れ
ま
す
。

森林環境保全基金事業
第２期計画を策定しました

◇やまなしの森づくりホームページ
森林環境税を活用した取り組みの詳細に
ついては県のホームページをご覧下さい。
http://www.pref.yamanashi.jp/sinkan-
som/shinzei/shinzei-torikumi.html

最低賃金が改正されました
■山梨県電子部品・デバイス・電子回路、

電気機械器具、情報通信機械器具製造業最低賃金

　１時間  851 円（効力発生日：H28/12/18）

■山梨県自動車・同附属品製造業最低賃金

　１時間  857 円（効力発生日：H28/12/24）

■山梨県最低賃金

　１時間  759 円（効力発生日：H28/10/1）

問山梨労働局☎ 055-225-2854

臨
時
職
員
募
集

町
社
会
福
祉
協
議
会

食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
募
集

県
消
費
生
活
安
全
課

信
玄
公
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

↖

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
検
察
審
査
会

甲
府
検
察
審
査
会

問県森林環境総務課
 ☎ 055-223-1634 FAX 055-223-1636

中
央
高
校
通
信
制
生
徒
募
集

山
梨
県
立
中
央
高
等
学
校

国の教育ローン
お子さまの教育資金を

日本政策金融公庫がサポート
高校、大学等への入学時・在学中にかかる
費用を対象とした公的な融資制度です。お
子さま１人につき 350 万円以内を、固定金
利（年 1.81％平成 28 年 11 月 10 日現在）
で利用でき、在学期間内利息のみのご返済
とすることができます。詳しくは、「国の教
育ローン」で検索していただくか、下記コー
ルセンターへお問い合わせ下さい。

問教育ローンコールセンター☎ 03-5321-8656

　町では、平成 29 年度に策定を予定しております「第 7 期市川三郷町介護
保険事業計画・高齢者福祉計画（平成 30 年度～平成 32 年度）」の基礎資
料として、高齢の方の日常生活状況や介護の実態を把握し、介護保険やその
他の高齢者福祉サービスの参考にするため、「介護予防・日常生活圏域ニー
ズ調査」「在宅介護実態調査」を実施することになりました。
　調査対象の方には既に調査票を郵送していますので、調査の趣旨をご理
解いただき、ご協力下さいますよう、お願いいたします。

【回答期限】２月１７日金まで

収集した情報は、大切な個人情報であるという認識に立ち、市川三郷町個人情報
保護条例に基づく適正な取り扱いを行ないます。

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査
在宅介護実態調査 問町福祉支援課介護係☎ 055-272-1106
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　町では、手話言語条例の制定に伴い、聴覚
障害者が気軽に接する環境整備の取り組みと
して、手話を勉強中の職員や町の手話奉仕員
養成講座の受講者、手話サークル「神明」のメ
ンバーがつける手話バッジを作成しました。

　このバッジは、簡単な手話ができることを示し、町全体に手話が普
及していくきっかけにしたいと考案されたものです。

地域の話題や情報をお寄せ下さい
町総務課広聴広報係 ☎ 055-272-1102

ハガキまたはメールで、クイズの答え、住
所、氏名、ペンネーム、年齢、電話番号、
広報の感想や町への意見を書き
〒 409-3601 市 川 三 郷 町 市 川 大 門
1790-3 市川三郷町役場総務課広聴広報
係までご応募下さい。
ims1790
@town.ichikawamisato.
yamanashi.jp

【締切】２月１3日必着

正解者５名の方に抽選で記
念品を差し上げます。

（記念品は月によって内容が
変わる場合があります。ご了
承下さい）

※必要事項が明記されていない
場合は、対象からはずさせてい
ただきます

クイズに答えて記念品をゲット！

対応する携帯電話などで読みとると、
本町のメールアドレスを表示します

〈メルアドＱＲコード〉

■先月号の答え
　2017 年は「酉年」ですが、干支の「酉」
は次のどの鳥のことでしょうか？の答
えは③ニワトリが正解でした。
　おめでとうございます。次の方が当選さ
れました。記念品をお贈りします。

2017 年は幸せになりたいさん、マーボト
ウフさん、ひとちゃんさん、ナナセさん、
KYNさん

① 優しい
②  素直な
③  前向きな

《問題》
〜ヒントは広報紙の中に〜

　今年の成人式において久保町長か
ら新成人へ送られた言葉は「○○○
気持ち」？

歌声響くクリスマス
町内クリスマスコンサート

　12月、市川三郷町ではクリスマスにあわせ
て歌声が響きました。12月17日、六郷地区
公民館のクリスマスコンサートでは、保育園
児による合唱（写真上）や２人組みサックスグ
ループMoi による演奏（写真右）が披露され、
最後には来場者全員で合唱しました。

　12月24日、役場本庁舎エントランスホー
ルでは今年も市川高校音楽部によるクリスマ
スコンサートが開催されました。
　サンタの帽子をかぶった部員たちは、「きよ
しこの夜」や「ホワイトクリスマス」などを
披露し、来場者や職員は、美しい歌声に酔
いしれました。（写真右）

小正月町内各地で
さまざまな行事が
行われました

　落居網倉地区には、道祖神祭礼で道祖神と七福神の宴の催
しが受け継がれており、今年も 1月 14 日、網倉公民館で行
われ、網倉地区出身の若者扮する道祖神や七福神が、当家の
主人、使用人（ハチ公）を交え歌詠みや贈り物などをユーモ
ラスに演じ、会場は笑いに包まれていました。（写真①）
　市川 23 育成会では、１月 14 日に悪魔っ払いを行い、太鼓
と獅子頭を使った子どもたちが町内を一軒一軒回り「悪魔っ
払い」の掛け声で家屋安泰を願いました。（写真②）
　また、同日、町内各地では、どんど焼きが行われました。（写
真③ 川浦地区）
　落居山田地区では１月 15 日、住民の厄除け、無病息災、
夫婦和合、家屋安泰を願った獅子舞が演じられました。（写
真④）およそ 300 年前、この地に住んでいた重兵衛という人
物が京都の宮廷に仕えたおりに習った獅子舞を、郷土に戻り
村民に伝授したのが始まりと言われています。神楽獅子は県
の無形民俗文化財にも指定されており、今なお地区の人々に
よって受け継がれています。

命の大切さ学び、
身近な川の魅力を知る

上野小学校ヤマメ稚魚放流

　卵から命がどう生まれ、育って
いくのかを学ぶことで命の大切さを
学び、身近な自然に触れることで、
身近にある川の綺麗さ、魅力を知っ
てもらおうと中山に住む有泉大さん
は、上野小学校にヤマメの卵を提供
し、上野小の３年生は「ヤマメの卵の飼育」を学びました。
　水槽の中で卵からめだかほどの大きさに育った稚魚を 12 月 16日、高萩地区の芦
川に放流しました。稚魚を静かに川に流し最後には「大きく育ってね。ばいばい！」
と笑顔で手を振っていました。

手話勉強中バッジで PR
庁内手話推進プロジェクトチーム

「いちかわみさと歴史探訪」は、お休みします。

②

③④

①

便便りり

第3号第3号

便り

便

り

便

り第3号第3号

第 44号 社協は、町民の皆様と一緒に地域福祉活動を進めていきます。
問町社会福祉協議会　 ☎ 055-272-4179

FAX055-230-3137
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貯筋教室の日程は、いちかわみさとカレンダーをご覧下さい

 健診や予防接種等の日程をお知らせします。
 日時、会場等をご確認のうえ、お出かけ下さい。

町いきいき健康課 ☎ 0556-32-2114

妊婦さんにやさしい環境を

冷え性 に

悩んでいませんか？

　春の訪れを告げる２月。まだまだ寒いこの
季節、手足が冷たいなど『冷え症』に悩んで
いませんか？

冷え性ってなに？
　普段、人が寒さを感じない位の温度でも、
全身や手足などの体の一部が冷えてつらい症
状のことをいいます。本来、人間は寒いと血
液を体の中心部に集め内臓の働きを維持しま
す。そのため手足の温度が下がるのですが、
うまく調節ができなくなると『冷え性』に移
行していきます。

原因は？
　運動不足、偏った食生活、喫煙、動脈硬
化、貧血、ストレス、体の暖めすぎや冷やし
すぎによる自律神経の乱れから、血液循環や
体の温度調節がうまくいかなくなることで起
こります。特に、女性は男性より熱をつくる
ために必要な筋肉が少ないため、冷え性が多
いといわれています。

改善のために 生活習慣を見直そう！
○適度な運動をしましょう！
　運動は、熱をつくるために必要な筋肉を増
やし、毛細血管を刺激して体の末端まで血の
流れを良くします。特に、中高年の方は、筋
力や筋肉量が低下していきます。ウォーキン
グやスクワットなど簡単な運動をするとよい
でしょう。また、体の歪みから血の流れが悪
くなり冷えにつながることもあります。毎日
ストレッチ体操をするのも効果的です。

○バランスのよい食生活を！
　皮下脂肪は体を冷やすといわれています。
　食生活を改善し、肥満や動脈硬化の予防
が大切です。生姜・根菜類など体を温める食
品をとりましょう。

　このほか、入浴時、湯船に
しっかり浸かり汗をかきやす
い体づくりをすることも効果
があります。規則正しい生活
を送り自律神経の働きを整え
ましょう！

　寒いからといって、こたつに丸くなってい
るのは逆効果です。体を動かし体の中から冷
え性を改善しましょう。

　（保健師・芦沢隆子）

～　予防接種　～

やまなし
子育て
応援
カード
をお持ちですか？

　県では、子育て家庭
をみんなで応援するた
め、やまなし子育て応援
カード事業を実施してい
ます。１８歳未満のお子
様、妊娠中の方がいるご
家庭を対象に、県内の協
賛店舗で様々な特典が受
けられる、とってもお得
なカードです。

問町いきいき健康課子育て支援係☎ 0556-32-2114

■交付窓口■

三珠支所
　住民サービス係

（三珠庁舎）

いきいき健康課
（六郷庁舎４番窓口）

福祉支援課
（本庁舎２番窓口）

～　母子健康手帳の発行　～

～　乳児・幼児健診　～

■□■４カ月児・７カ月児健診
【とき・場所】2/22 ㈬、3/7 ㈫ 三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対　　象】2/22：平成 28 年 7 月、10 月出生児
　　　　　　 3/7：平成 28 年 8 月、11 月出生児

【持 ち 物】母子健康手帳、バスタオル、同封の問診票

■□■ 10 カ月児・13 カ月児健診
【とき・場所】2/7 ㈫ 三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対　　象】平成 28 年１月、４月出生児
【持 ち 物】母子健康手帳、バスタオル、同封の問診票

■□■５歳児健診 ⇨ 三珠・市川地区の方対象
【とき・場所】2/16 ㈭ 三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対　　象】平成 24 年１月～４月１日出生児
【持 ち 物】母子健康手帳、問診票

■□■２歳児歯科健診
【とき・場所】2/14 ㈫ 三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対　　象】平成 26 年 10 月～ 12 月出生児
【持 ち 物】母子健康手帳、問診票、普段使用の歯ブラシ

■□■３歳児健診 ⇨ 三珠・市川地区の方対象
【とき・場所】3/2 ㈭ 三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対　　象】平成 25 年 11 月～平成 26 年 1 月出生児
【持 ち 物】母子健康手帳、問診票、尿スティック

【と　　き】 2/7 ㈫、2/22 ㈬、3/7 ㈫
【場　　所】三珠健康管理センター　１階和室
【受付時間】午前 10 時（時間厳守でお願いします）

※発行には１時間 30 分程度かかります。

【持 ち 物】印鑑、保険証、個人番号カードまたは通
知カード、運転免許証などの身分が確認できる物
※�原則、上記日程で本人に限り発行となります。
※�ご不明な点は、子育て支援係までお問い合わせ下さい。

都合がつかない方は、いきいき健康課子育て支援
係までご連絡下さい 対象者 平成１６年４月２日～

平成１７年４月１日生
（小学６年生）

接種期間 

平成２９年３月３１日まで
※�対象者の方へは昨年３月下旬に通知しています。
※�現在中学１年生で接種できなかったお子さん

は１３歳になる誕生日の前日まで公費負担で
接種できます。

２種混合
対象者
平成２２年４月２日～
平成２３年４月１日生（年長児）

接種期間 

平成２９年３月３１日まで
※�対象者には昨年３月下旬に通知しています。
※�平成２９年４月１日以降の接種は全額自己負担と

なります。早めの接種をお願いします！！

麻 し ん
風 し ん
（Ⅱ期）

～　リリース教室　～

【日　時】2/10 ㈮　午後１時 30 分～午後４時
（受付は午後１時 15 分～）

【場　所】三珠健康管理センター
【内　容】乳児と母親の健康チェック、

ベビーマッサージ、妊婦さんとの交流
【対　象】出生５カ月までの児とその母親
【持ち物】母子健康手帳、バスタオル

～　パパママ教室　～

【日　　時】2/19 ㈰　午前 10 時～１時
（受付は午前９時 45 分～）

【場　　所】三珠健康管理センター
【内　　容】妊婦体験、フリートーク など
【持  ち  物】母子健康手帳
※�予約制です。申し込み問い合わせは 2/13 ㈪までに

いきいき健康課子育て支援係までご連絡下さい。
※�託児を希望される方は、申し込み時に「託児希望」

とお伝え下さい。

～　カンガルー（母親）学級　～

■３回目 2/3 ㈮ �お産の進み方と過ごし方、マタニティ
ヨガ

■４回目 2/10 ㈮ �赤ちゃん用品の準備、子どもの育て方
（沐浴等）、先輩お母さんと赤ちゃんと
ふれあい

【時　間】午後１時 30 分～４時（受付は午後１時15 分～）
【場　所】三珠健康管理センター
【対象者】町内にお住まいの妊婦さん
【持ち物】�母子健康手帳、筆記用具、１回目に使用し

たテキスト※動きやすい服装でお越し下さい。

高 齢 者
肺炎球菌
ワクチン

対
象
者

本年度内に
６５歳・７０歳・７５歳・８０歳
８５歳・９０歳・９５歳・１００歳
となる方

公費負担 �１回の接種につき４，０００円の助成
差額は自己負担となります

　　　　　※医療機関によって金額が変わります

接種期間 平成２９年３月３１日まで
　　　　　※既に接種済みの方は対象外です

今年度の対象者
６５歳 昭和２６年４月２日生 ～ 昭和２７年４月１日生

７０歳 昭和２１年４月２日生 ～ 昭和２２年４月１日生

７５歳 昭和１６年４月２日生 ～ 昭和１７年４月１日生

８０歳 昭和１１年４月２日生 ～ 昭和１２年４月１日生

８５歳 昭和　６年４月２日生 ～ 昭和　７年４月１日生

９０歳 大正１５年４月２日生 ～ 昭和　２年４月１日生

９５歳 大正１０年４月２日生 ～ 大正１１年４月１日生

１００歳 大正　５年４月２日生 ～ 大正　６年４月１日生

※カードの交付は、１世帯１枚です。
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